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【評価意見】 

本研究の目的は、高エネルギーX 線領域で感度の高い CCD 開発と、この特性を活

かした宇宙における高温プラズマの観測的研究である。 

 前者については、特別推進研究で開発に成功し、その後も一層の開発が進んでい

る。この開発による、その後の X 線観測装置への寄与は非常に大きく、高く評価で

きる。さらに、この技術を活かして高エネルギーX 線領域での新しいタイプの全天

調査を提案し、特別推進研究（平成 23 年度―平成 27 年度）に採択されており、よ

り一層の研究の発展が期待される。 

 高温プラズマの観測的研究においては、気球による観測の失敗は残念であったが、

衛星を用いていくつかの超新星残骸の観測を実施し、はくちょう座ループを形成し

た超新星について新しい知見を得るなど、一定の成果があったと言える。 

 開発された CCD は、X 線だけではなく可視光でも利用されており、天文学分野以

外での利用もある。また、開発を経験した若手研究者の多くが、その技術を活かす

関連メーカーにおいて活躍の場が与えられている。以上のことから、社会還元の観

点からも寄与があったと評価できる。 

 


